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酸化生成物, 特にガス状生成物の組成の変化を追跡することにより, この反応が, 第 1 段階 :低分子化を
伴なわない酸化, 第 2 段階 :酸性基の増加および低分子化, 第 3 段階 :主として低分子化の3 段階を経て
進行することを認めている｡ また硝酸が石炭に対し酸素供給源として作用する際には, 主としてNOを放















溶な低分子有機酸の生成が多 く, フミン酸の収率が低いが, 濃度50%の酢酸ではフミン酸が高収率で得ら






とを認めているO すなわち第 1 は反応率, またはフミン酸選択率のいずれか一方のみを増大するグ ループ
で第 4 周期の遷移金属が含まれ, 特にメタバナジン酸アンモンの反応促進効果が著しい｡
第2グループは反応率, フミン酸選択率両者共に向上させるもので, モ リブデン酸アンモン, タングス
テン酸アンモンがこれに属する｡ 第3グループの塩化スズおよび硝酸鉛はほとんどこの反応に触媒能を持
たないものである｡
















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨











モンは酸化反応率上昇に効果があり, 一方モ リブデン酸アンモンはフミン酸生成- の選択率を顕著に増大










酸化法を見出すと共に, その反応機構をも明らかにし, 幾多の新知見を加えたもので, 学術上, 工業上寄
与するところが少なくない｡
よってこの論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める0
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